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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

H24年3月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

計測時期

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標１

指　標 従前値

○

指標２ 居住人口の変動 人 14,745

道路整備により車や歩行者の安全
性が確保され、交通事故の減少が確
認できた。

指標３ 交通事故発生件数 件/年 49

○

生活環境の整備を
推進することによ
り、人口の定住促進
を図ったが目標値に
は至らなかった。

総合所見

津久井生涯学習センター等の整備に
より、市民相互の交流が活性化され
たことを確認した。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

道路整備や公共下水道整備などに
より生活環境が向上。目標値の達成
には至らなかったものの快適で安全
な生活が確保された。

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

×

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

124,084

14,475 14,043 Ｈ24年4月

計測時期

H24年7月

22 38

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
地域交流施設への来
訪者数

人/年 70,503

1年以内の
達成見込み

1年以内の
達成見込み

○

136,420

見込み・確定
の別

84,604 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

14,451

46

事後評価

見込み・確定の別
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２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地域資源活用による特色ある地域づくり

安全で円滑な交通の確保

市民との協働によるまちづくり

整備した交流施設の利用促進をＨＰ・広報等によりＰＲ

実施した具体的な内容

PTA、交通安全協会の協力による通学児童の交通安全の確保
乗合タクシーのＰＲによる継続的な利用者の確保

街美化アダプト制度を住民団体へ周知。
地域交流施設に係るイベント等への市民参加促進に向けたＰＲ

交通事故発生件数が減少した。

地域コミュニティが活性化した。

実施した結果

地域交流施設への来訪者が増加した。

継続的な交通安全の確保に向けた取組
乗合タクシーについての住民による利用促進活動（地域需要に合っ
た運行内容の見直し等）を継続的に支援

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

公共下水道の整備及び高度処理型浄化槽の整備、津久井湖管
理者への水質保全対策の依頼

イベント事業等ソフト面を中心とした商店街活性化の取組の支援

津久井湖の水質保全対策

衰退した地元商店街の活性化に向けた取組

広報紙等による継続的なＰＲ

未整備地域の公共下水道整備若しくは高度処理型浄化槽整備の
推進

商店街活性化のためのアドバイザー派遣事業や「商店街にぎわい
づくり支援事業補助金」等を活用した支援のための取組を強化

津久井湖の水質が保全された。

まちの賑わい、地域のコミュニケーションの醸成が図
られた。

今後の課題　その他特記事項

地域交流施設の利用促進のためのＰＲの継続・強化
尾崎咢堂記念館の改修方策の検討

具体的内容 実施時期


